
 

令和７年度　自己評価書及び学校関係者評価書 
令和８年３月31日　　 

市立札幌旭丘高等学校　　 
１　スクールミッション 

○未来社会を切り拓くための知識や技能、学び方を習得し、それらを自らの生き方や社会に活かす力を育成する学びの場 

○高く理想を掲げ、豊かな見識や感性、科学的な見方により、他社と協働して社会の発展に貢献できる人材を育成する学

びの場 

 

２　学校教育目標 

生徒の自主・自立を支援し、生涯にわたって学び続け、社会に貢献する人間の育成を目指す 

【育てたい生徒像】 

（１）獲得した知識や技能を活用し、論理的・科学的考察によって真理を探究する生徒 

（２）高い志を持ち、文化を創造し社会に貢献する意識を持つ生徒 

（３）心身の健康を維持増進し、活力ある生活を送る生徒 

 

分 

野 

評　価　項　目 

自　己　評　価 学校関係者評価 

達成状況 評価のポイント・改善の方策 

自己評

価の適

切さ 

改善策

の適切

さ 

重

点

目

標 

獲得した知識や技能を活用し、

論理的・科学的考察によって真

理を探究する生徒の育成 

【アンケート５】など 

Ａ 

ＤＳ科で最初の卒業生を輩出し、ＳＳＨの中間評価

をいただく時期を迎える等、全校的な課題探究的な

学習の推進は着実に深化していることが認められ

る。とりわけＳＳＨ指定３年目にして全国の生徒研

究発表会で本校生徒の研究が入賞した成果は、率直

に快挙と言って支障ない。それら探究でリードした

生徒の成果が全校生徒の取組に涵養できるよう、支

援を継続したい。 

Ａ － 

高い志を持ち、文化を創造し社

会に貢献する意識を持つ生徒の

育成 

【アンケート１４・１８】 

など 

Ａ 

社会貢献という意識自体を高校生は持ちづらい現実

はあるが、未来に向けて高い志を持って日々の学習

を進めていくことが、文化の創造や社会の貢献につ

ながることを自覚できるような支援の方策を今以上

に工夫したい。とりわけＤＳ科で進める探究の具体

が現実社会の営みにつながっていることを生徒が

もっと意識できるような支援の方法を工夫する。 

Ａ － 

心身の健康を維持増進し、活力

ある生活を送る生徒の育成 

【アンケート１２・２０】 

など 
Ｂ 

自信をもって物事に挑戦しようとする意識をもっと

強く持って欲しいと願う。 

【改善策】 

自己肯定感を伸長できるような支援の仕方を工夫す

るため、挑戦する機会提供、複数担任制を活用する

など、挑戦に向き合う心の涵養に努める。 

Ｂ Ｂ 

学校関係者評価委員からの意見 

（Ａ委員） 

学校内外の様々な活動に関しては、生徒・保護者の皆さんに多くの情報を共有していただきたい。アクティブ

に自信を持って夢や希望にチャレンジしていただきたい。 

（Ｂ委員） 

「高い志を持ち、…」項、「…工夫したい。…」ことがあるのにＡ評価なんでしょうか？ 

（Ｃ委員） 

・３つの重点目標のいずれの項目についても生徒の意識が高く保たれている点は、旭丘高校の取り組みの表れ

であると考えます。 

・「社会に貢献する意識」は、授業や行事など学校生活全体を通じて醸成されるでしょう。アンケート14（18

ではなく）の結果を踏まえると、「仲間や学校、地域へ貢献しよう」という割合は高く、社会とのかかわりに

関する生徒の意識が今後も高まっていくことが期待されます。 

・生徒の自己肯定感や挑戦する力を育てるうえで、「挑戦する機会を提供する」ことは重要であると考えられ

ます。自己効力感に関わるアンケート12の結果を見ると、「自己効力感が向上している」という生徒が多い一

方で、「そう思わない」という生徒の割合も高くなっていることが気になります。生徒の特性に応じた「多様

な挑戦の場」を設定することが望まれます。 
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分 

野 

評　価　項　目 

自　己　評　価 学校関係者評価 

達成状況 評価のポイント・改善の方策 
自己評価

の適切さ 

改善策

の適切

さ 

 

学

習

支

援 

・単位制カリキュラムの利点で

ある幅広い選択の保障により、

生徒の学習意欲の向上を促進す

る。 

【アンケート１】 

Ａ 
単位制カリキュラムについて生徒の評価が高いのは

自由に選択できる状況と、複数担任制によるきめ細

やかなガイダンスの満足感と受け止める。引き続き

単位制の特色を理解し最大限活用する支援の方策の

共有したい。 

Ａ ー 

・必履修必修得科目の充実によ

り、学習の基礎力の定着を図

る。 

【アンケート３】 

Ｂ 
生徒の評価に比して保護者の高評価の数が低いこと

から、取組の発信と共有に課題があると考える。 

【改善策】 

取組の発信と共有の方法を工夫する。 

Ａ Ａ 

・選択科目群Ⅰの充実により、

生徒個々の進路選択に対応した

学習の理解促進を図る。 

【アンケート４】 

Ｂ 
一様に高評価の数が低いことから、学習の理解促進

の充実が課題である。 

【改善策】 

取組の発信と共有の方法を工夫する。 

Ｂ Ｂ 

・選択科目群Ⅱの充実により、

幅広い教養を養う。 

【アンケート２】 
Ａ 

選択科目群Ⅰよりも高評価の数が高いのは選択者が

少ないこともあるが、「Ⅰ」同様に学習の理解促進

の充実が課題である。 
Ａ ー 

・「総合的な探究の時間」等を

活用し、課題探究や論文作成能

力・発信力の向上を図る。 

【アンケート６・７・１５】 Ａ 
生徒研究発表会や外部の学会への参加における生徒

の発表を見ると、年々格段にスキルアップしている

ことを確実に認めることができる。 

ただし保護者の理解がまだまだ深まっておらず、取

組の発信と共有に課題がある。 

Ａ ー 

学校関係者評価委員からの意見 

（Ａ委員） 

【アンケート７】「学校の活動を通じて、多くの人の前で発表する力が身に付いている」の結果に関して教員

の支持が「そう思う」「どちらかと言えばそう思う」あわせて93％と高く評価されていることから、「プレゼ

ンテーション力」を学ぶ取り組みを、保護者にもさらに周知していただきたい。 

（Ｂ委員）「選択Ⅰ」「選択Ⅱ」の両項、参考アンケート項目をみても何を以て評価しているのか不明。 

「総合的な…」項、各アンケートにて保護者の「わからない」が突出している。課題があるのなら、Ａ評価は

高過ぎでは？ 

（Ｃ委員） 

・学校での取り組みの発信と、生徒・教員・保護者の情報共有は重要な改善策であると考えます。学習支援に

ついて関係者間である程度の共通認識を持つことは、学習の理解促進の充実につながるでしょう。 

・「個々の進路選択に対応した学習」について、アンケート４が適切な項目であるか疑問です。この部分は学

習支援だけでなく進路支援にも関連する事項ですので、自己評価の在り方も含めた改善策が求められます。 

・「課題探究や論文作成の力」（アンケート６）や「多くの人の前で発表する力」（アンケート７）におい

て、「そう思わない」という生徒の数が１年次と比べて２・３年次で少なくなっている点は、「総合的な探究

の時間」等での探究的な学習活動の成果であると推察されます。今後ともこうした取り組みが充実されていく

ことを期待します。 

（委員会当日の意見） 

・もともと力を持っている子ばかりがどんどんと表に出て、そこまでの力をもたない子が表に出づらいような

現実に対する対応も必要。 
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分 

野 

評　価　項　目 

自　己　評　価 学校関係者評価 

達成状況 評価のポイント・改善の方策 
自己評価

の適切さ 

改善策

の適切

さ 

 

生

活

支

援 

・基本的な生活習慣の維持改善

に努め、心身の健全な成長を促

す。 

【アンケート８・９】 

Ａ 
教員や保護者の評価に比して生徒の評価が高いの

は、生徒自身に維持改善の意識があることを認め

る。 
Ａ ー 

・ガイダンスの工夫、充実に努

め、「生き方」についての考察

を図る。 

【アンケート１０・１１】 

Ｂ 
保護者の高評価が生徒・教員よりも低いのは学校の

取組の「見える化」に課題があると考える。 

【改善策】 

取組の発信と共有の方法を工夫する。 

Ａ Ｂ 

・生徒個々の自己に対する肯定

感の向上を図り、自主・自立を

促す。 

【アンケート１２・１３】 
Ｂ 

生徒・保護者の高評価に比して教員の評価が低いの

は、教員の生徒に求める要求の高さの現れと考え

る。 

【改善策】 

自己肯定感や自主自立については生徒の認識と教員

の認識に乖離があるため、生徒理解のこれまで以上

の真価が課題である。 

Ｂ Ａ 

・生徒会活動や課外活動への取

り組みを支援し、社会の担い手

として必要な自治精神の発揚を

促す。 

【アンケート１３・１４】 

Ａ 地域貢献は機会が多いとは言い難いが、札幌市の推

進する自治活動の充実から今後発展すると考える。 Ａ ー 

学校関係者評価委員からの意見 

（Ａ委員） 

【アンケート10】より 

二人担任制やオープンな職員室等の環境により、教職員への相談が進み、学校の取組を「見える化」 

して発信力と共有を可能にできると思う。また生徒に対してガイダンスを丁寧に継続して、自らの 

生き方についての考えを深められるように指導いただきたい。 

【アンケート12】より 

学習、行事、部活等の学校生活を通して、生徒か自己肯定感を高められることを保護者が高く評価しているこ

とから、今後とも充実した学校生活のために協議いただきたい。 

【アンケート13】より 

自主・自立の精神をふまえ、自分でＴＰＯに合わせた行動を考えて判断・実行する生徒が「そう思う」「どち

らかと言えばそう思う」あわせて95％　と高いことが、将来的にも評価できる。 

【アンケート14】より 

学校の活動を通じて、仲間や学校から地域貢献へと社会的に成長していっていただきたい。 

（Ｂ委員） 

「生徒会活動…」項、市への他力本願でＡ評価は高すぎないか？ 

（Ｃ委員） 

・生活習慣の改善意識の高い生徒が多い点は好ましい傾向である一方、「そう思わない」という生徒の割合が

20％と比較的高くなっている点が気になります。生活習慣の確立に何らかの困り感を抱えている生徒がいない

か、把握する必要があるかもしれません。 

・「自分の生き方について考える取り組み」に関して、「そう思う」という保護者の割合が低くなっているこ

と以上に、「わからない」の割合が高くなっている点が気になります（アンケート１１）。質の高い進路学習

やガイダンスがおこなわれていることを、保護者にもご理解いただくことが望まれます。 

・「重点目標」の部分でも述べたとおり、自己効力感に関わるアンケート１２において「自己効力感が向上し

ている」という生徒が多い一方で、「そう思わない」という生徒の割合も高くなっていることが気になりま

す。すべての生徒の自己効力感が一様に高くなる必要はないと思いますが、意識のギャップが広がらないよう

な配慮が求められるかと考えます。 

（委員会当日の意見） 

・保護者への情報発信について、アンテナの高い人はいくらでもキャッチするが、平均的な人は自ら情報を得

ようとはしないのが普通。その特徴を踏まえた見せ方の工夫は要検討。 
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分 

野 

評　価　項　目 

自　己　評　価 学校関係者評価 

達成状況 評価のポイント・改善の方策 
自己評価

の適切さ 

改善策

の適切

さ 

 

進

路

支

援 

・「総合的な探究の時間」を活

用し、専門的な学問研究に対す

る興味関心の深化を図る。 

【アンケート１５】 

Ｂ 

前述の発信力に関する記述に同じく、生徒の探究・

発表スキルは年々向上している。しかし保護者は

「わからない」という評価が多いので、保護者に向

けた発信に課題があると考える。ただし今年度生徒

研究発表会の保護者の参加は８０名あり、関心の高

さは認められる。 

【改善策】 

取組の発信と共有の方法を工夫する。高校生の保護

者なので学校生活を逐一把握するのは現実的ではな

いが、機会の存在が理解されるような発信の仕方は

必要である。 

Ａ Ａ 

・「進路探究学習」の時間を活

用し、大学や企業、自治体の活

動等に対する理解の深化を図

る。 

【アンケート１７・１８】 

Ａ 
オープンキャンパスへの参加は感染対応終了後に上

昇の傾向があることから、生徒は意識の進化を実感

している様子が見取れる。 
Ａ ー 

・大学改革や入試制度に関する

研究により、生徒・保護者に向

けた情報提示を行い、進路意識

の向上を図る。 

【アンケート１６】 

Ａ 
進路意識の向上は、年内入試の増加に応じて教員の

高評価の割合が高いことが認められるが、生徒は当

事者であることから変化を意識しないものと考え

る。 

Ａ ー 

・教科学習と連携した校外模

試、課外講習などを実施し学習

を発展させ、生徒の進路目標の

実現を図る。 

【アンケート１９】 

Ａ 進路対策の取組が自己目標の実現に役に立っている

と実感している様子が見取れる。 Ａ ー 

学校関係者評価委員からの意見 
（Ａ委員） 
【アンケート15】より 
総合的な探究の時間（ST・SDS）等の活動が専門的な学問研究に対する興味関心を深められることについて、

「そう思う」「どちらかと言えばそう思う」あわせて約72％と保護者の評価が低いのが残念だ。これからも生

徒・保護者に向けて、進路への意識を高めるために大学改革や入試制度に関する研究を具体的に説明いただ

き、オープンキャンパス等に参加し、大学の活動等に対する理解を深められるよう継続いただきたい。教員の

約96％が校内ガイダンスや大学説明会等の取り組みを自己評価していることが意義深いと考えている。今後と

も、進路目標を実現するために役立つ模試や講習をすすめていただきたい。 

（Ｂ委員） 

「総合的な…」項の評価欄、「前述の発信力に関する記述」とは具体的にどのことか？ 

（Ｃ委員） 

・「総合的な探究の時間」は、旭丘高校にとって根幹をなす取り組みのひとつであり、学校関係者間でその重

要性を共有することは大切であると考えます。外部の方に生徒の研究発表会へ参加いただくことは、そうした

共有の機会として有効であり、SNSも含めた発信方法の工夫が望まれます。 

・「進路探究学習」について、オープンキャンパス等への積極的な参加の傾向が見られる一方（アンケート１

７）、「企業や自治体の活動等に対する理解」（アンケート１８）については「理解を深めていない」の割合

が高くなっています。「大学に関する理解」は優先事項ではありますが、より長期的なキャリア形成に向け

て、「大学の向こう側」についての理解を深める機会を設定することも重要となるでしょう。 
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分 

野 

評　価　項　目 

自　己　評　価 学校関係者評価 

達成状況 評価のポイント・改善の方策 
自己評価

の適切さ 

改善策

の適切

さ 

 

健

康

安

全

支

援 

・さまざまな活動を通して、生

徒の心身の自己管理能力の開発

を図る。 

【アンケート２２】 Ｂ 

相談しやすい体制の構築には学校体制として注力は

しているものの、生徒の高評価は少なく、保護者は

かなり少ない。スクールカウンセラーには相談を必

要とする生徒は積極的に活用していると見取れる。

また保護者の高評価が際立って低いのは発信の不足

を考える。 

【改善策】 

保護者により深い理解が得られるような発信の仕方

を充実する。 

Ａ Ｂ 

・保健通信や講話などを通して

健康管理や危機管理への意識向

上を図る。 

【アンケート２１】 

Ａ 
通信や講話の機会は充実している。次年度はガイダ

ンスブックに避難訓練に関する資料を掲載する。ま

た啓発の方法として紙媒体での発行は継続したい。 
Ａ ー 

・校舎の特性を生かした「共用

の概念」の積極的意識付けを図

り、快適な学習環境を維持に寄

与する。 

【アンケート２３】 

Ｂ 
教員の高評価が突出して低く、生徒との意識の乖離

について検証が必要である。 

【改善策】 

本校の根幹にかかわる共用の概念について年度初め

に教職員での理解と共有を徹底する。 

Ａ Ａ 

学校関係者評価委員からの意見 

（Ａ委員） 

【アンケート22】より 

生徒について、うまくいかないときには、必要に応じて担任、スクールカウンセラー他の教職員に相談する保

護者が「そう思う」「どちらかと言えばそう思う」あわせて約 48％と低いのが懸念される。 「共用の概念」

をふまえての「皆が快適に学習できる環境維持」に努めるためにも、保護者におかれては相談の機会を大切に

していただきたい。 

【アンケート24】より 

 各教科や年次からGoogle Classroomへ配信される通知内容を全て確認しているかどうかについては、生徒「そ

う思う」「どちらかと言えばそう思う」あわせて約 73％、教員が「そう思う」「どちらかと言えばそう思う」

あわせて約 51％と低いことが課題となっているのではないか。ぜひとも確認を絶やさないようにと願いたい。 

（Ｂ委員） 

「さまざまな…」項の評価欄、スクールカウンセラーとの接触は“リアル”に限っているのでしょうか？　そ

うであれば、活用してない生徒は認識が低いのではなく、リアルに抵抗があるのではないでしょうか。 

（Ｃ委員） 

・配慮が必要とされる生徒に関する教員間での適切な情報共有、スクールカウンセラー等との適切な連携がな

されることを期待します。 

・「共用の概念」は、とくに生徒にとって理解しにくい考え方、あるいは教員を生徒との間で理解のずれが生

じやすい事項かもしれません。「共用の概念」を生徒がどのように捉え、何を伝えていくべきなのか、把握、

整理をする必要があるでしょう。 

（委員会当日の意見） 

カウンセリングンついては、必要とする子とそうでない子で認識が異なるのは当然。また全般的に保護者の声

で「わからない」が一定数あるのは健全であって、何もかも知り得ること自体が考え難い。 

自己肯定感が高くないのはごく自然なことであって、「高くなければいけない」という見方があってはよくな

いし、また無理に高めようとする必要はない。寧ろ自己肯定感が高くないことを前提に生徒にどのようなアプ

ローチをするかが課題。 
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旭丘高校として評価を受けての今後の課題 

 

１　アンケートをそのまま評価につなげることは、アンケートというものの性質上内容によっては回答が偏る傾向が

否めない。とはいえ定点観測できるエビデンスとして、文言の整理や分析の方法について工夫する必要がある。今年

度作成したアンケートは経年変化を見るために数年間は継続する。 

 

２　ポテンシャルの高い生徒が多い中でも、行動力の特に高い際立った生徒と、そうではない生徒とで活躍できる場

に格差があることは望ましくない。様々な機会を提供することは継続していくが、多くの生徒が活躍できるような工

夫を検討する。とりわけＤＳ科の充実した取組を普通科にも涵養できるような工夫を継続する。 

 

３　地域とのつながりが今後の大きな課題となる。今年度複数の生徒の自治活動により町内会と連携してモルック大

会を実施したことなどは好例であって、今後こういった取組が拡大するよう支援を継続する。 

 

４　単位制の強みとして、生徒は「自ら選択をした」ということ自体にモティベーションをもてるはずでである。そ

こを強調するような働きかけをする。 

 

 

＜評　価＞　Ａ・・よく達成されている　Ｂ・・ほぼ達成されているが改善も必要　　Ｃ・・不十分である 
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